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第一部　キリストの実存十転

第五転　変貌（ヘルモン）
（ルカ9・28～36、マタイ17・1～8、マルコ9・2～8）
●サタンよ退け！
イエスが弟子たちを伴れてピリポ・カイザリヤの地方を歩いていたとき、ペテロがイエスのに対して、
「あなたはキリスト（メシヤ）、活ける神の子であられる」
と告白したことは、彼がみたまのひらめきを受けたからであった（マタイ16・16、17）。
しかしそのあとで、イエスが十字架の受難の告示をなさると、ペテロは「主よ、それはいけません」と言った。このときペテロは全く十字架に躓いた。みたまのひらめきは消えていた。イエスはそこで厳然と告げた。
「サタンよ、わが後に退け！　おまえは私の躓　物 (つまずきもの)だ。おまえは神のことを思わず、反って人のことを思っている」（マタイ16・23）
と。ペテロはこのとき「サタン」とまで言われて叱責された。全く人間は天国と地獄、天使と悪魔の両面をもっている。
ペテロのこの天国性と地獄性の分裂、光と闇、霊と肉、義と罪の二面性は、万人に共通の危機性である。そこでイエスは弟子たちにキッパリと語った。
「もし私につき従うとするならば、自分を棄て、自分の十字架を負ってついて来なさい。自分の生命を救おうと思う者は、生命を失い、私のため自分の生命を失う者は却って生命を得る。ひとは全世界を獲得しても、自分の生命を失ったら、何になるか。またその生命を何で贖い得られよう」（マタイ16・24～26、私訳）
要するに棄身でかかる人間は、生命賭けでぶつかる人は、本当の生命を得る。
●エクソードス（出現世）
すなわちイエスは十字架道を語ってから、一週間を経たころ親しい弟子たち、すなわちペテロ、ヤコブ及びヤコブの兄弟ヨハネの三名だけを伴れてを遠ざかり、高い山に登っていった。高い山というのは多分へルモン山であろうと謂 (い)われている。勿論二七五九メートルもある四時白雪をいただいている高峯まで登るわけはないので、ある程度の高み、それも峠のような地点に登ったのであろう。
それは何のためか。特別な祈りのためであった。イエスは今や正にガリラヤ地方の伝道を終え、不日、エルサレムに向って南下せんとする時点、伝道生涯の峠、カイザリヤ・ピリポで語った通り、自ら十字架への道にのぼらんとの終末的な峠にさしかかっておられたからである。
この高山のある峠の地点、森に囲まれたところと推察されるが、そこでイエスは深い祈りに入った。すると見よ、顔容が日の如く輝いてきた。衣裳も白光を放つに至った。更に驚いたことには、イエスの傍らに二人の人が霊光を浴びて現われるではないか。それはモーセとエリヤ！　旧約の世界の最も霊的な預言者たちである。そしてイエスと語りはじめた。内容はエルサレムにおけるイエスの現世からの脱出、すなわち出現世（エクソードス）のことである。筆者ルカはここにイエスの十字架の受難、復活、昇天の大ドラマを「エクソードス」と表現したものと思う。すなわちこの現世を立ち出でるという意味であると思うから、「出現世」と訳した。「逝去」とか、「最後」とかいう現行訳がなされているが、それでは「おしまい」であって、イエスの旺 (さか)んなる霊生をどうしてくれるかと申したい。
十字架の贖罪死を突破して彼は復活し、昇天することが出現世であり文字通りの大往生である。モーセとエリヤはその事態に衷心よりの崇敬の念を以て語っていたに相違ない。イエスにとって、モーセとエリヤの出現は正にお出迎え、歓迎の予表であったのである。天界の預言者たちの二代表が、イエスに深い信愛の情を以て敬意を表しに来たのである。十字架の受難の死をイエスから聞き及んでは、モーセもエリヤも絶言の思いであったであろうが、復活、昇天のイエスの旺盛なる霊生をイエスから承り、讃嘆の意を表したであろう。
イエスが変貌してモーセ及びエリヤと語っていたときの天国的な情景は正に第四次元的なものであった。その後のゲッセマネの祈りのときのように、この場合も弟子たちは睡気に襲われたが、やっと目覚めたら、栄光にみなぎる光景に瞠 (どう)目 (もく)したが、彼らの会話の内容はわからなかった。ペテロが例の如く差出て、とんちんかんな提言をした。すなわち、イエス、モーセ、エリヤのために三つのいおりを造ろうというのである。カイロス（時期）をわきまえないこんな提言はイエスにとって笑止の汰 (た)であった。
見よ、霊雲然 (ぜん)と捲き起こり、彼らを包んだ。すると光雲の中から声がひびいてきた。
「これはわがしむ子、わが悦 (よろこ)ぶ者である。おまえたちこれに聴け！」
ヨルダンにおけるイエスのバプテスマに際してひびいて来た天来のみ声と同じ内容のものである。弟子たちはみ声の下に倒れ伏した。しばらくして目をあげたが、もうイエスの他何者も見えなかった。イエスの変貌は言うまでもなく、復活のイエスの予表である。が、信頼されていた弟子たちすらもそれを予見することができなかった。だから、イエスが復活したとき彼らはみな、あやしみ、うろたえ、うたがいもした。
おもうに、イエスの変貌は、実はキリストの天的な本然の原姿が現じたというものである。地上のイエスは実は天的キリストのかくれた姿であった、というものである。第二イザヤが伝えた「隠れて在ます神」（Deus absconditus）（イザヤ45・15）は、キリストの受肉をもって、地上に自顕したともいえるわけであった。イエスはその意味で啓示の神（Deus revelatus）であったが、あらわれた受肉のキリストは、自らを顕ししつつ、隠れていた。それは人間どもが、弟子たちすらも、イエスにおいて神が啓示されていることに躓いたことがこれを裏書きする。ペテロが、さきにも見たように、
「あなたは活ける神の子、キリストであられる」
と告白したとき、隠れたる神をイエスにおいて見た。これは瞬間的にみたまの光を受けての告白であった。しかし、イエスは、その意味で隠れたる神の表現体であると同時に、弱き人間の姿をもっていたから、隠されていた躓きの存在であった。人間どもの躓きの極 (は)てが十字架という帰結をもたらした。そして今でもイエスの十字架そのものが躓きで、歴史の終末にまで至る。
変貌のイエスこそ、本然のキリスト、復活のイエス、霊生旺んなるイエス、われらの希望の実体であった。
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